様式第２４号
令和　　年　　月　　日

(宛先)

河内長野市長（上下水道事業）
申込人　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　
直結（直圧・増圧）式給水装置維持管理誓約書
この度、申し込みします直結（直圧・増圧）式給水の実施にあたり、下記の事項について同意し、遵守することを誓約します。（直圧式の場合、＊の項目は適用しない）
記

１．申込場所　　　　　河内長野市

２．水栓番号　　　　　　　　　－　　　　　　　　(※)
３．申込番号　　　　　　　　　－　　　　　　　　(※)
４．建物名称

５．管理区分

給水装置の管理は水道本管からの分岐以降について所有者にて行うこと。ただし、道路の維持管理上、第１止水栓までの漏水について所有者の依頼のもと水道事業で修理を行うことができる。

６．維持管理に関する事項

＊(1)　増圧装置の機能を適正に保つため、年1回以上の保守点検を行うこと。

＊(2)　増圧装置の異常、故障等の緊急時に備え、本市指定給水装置工事事業者、増圧装置管理業者等の連絡先を記した緊急時連絡先表示板を設置すること。

(3)　給水装置を適正に管理すること。なお、漏水事故等が発生した場合は、速やかに本市指定給水装置工事事業者に依頼し対処すること。
(※)水道事業記入
（裏面へ続く）

(4)　管理人又は維持管理業者に変更があったときは、速やかに「給水装置維持管理に関する（新規・変更）届出書」を提出すること。

(5)　メータは、検針及び取替作業がいつでも容易に行えるよう管理すること。

(6)　河内長野市水道事業給水条例及び施行規程を遵守すること。
７．運用に関する事項

＊(1)　停電や故障により増圧装置が運転停止したとき又は増圧装置以降の工事、事故、その他により断水や出水不良が発生したときは、1階に設置している非常用給水栓を使用すること。

(2)　受水槽のような貯留機能がないため、水道事業の配水管工事、水道メータの取替え時は、水の使用ができないこと。

(3)　配水管の水圧変動により、増圧装置が稼動しない場合や、振動音又は水切音が発生する場合があること。

(4)　既設建物において、給水方式を受水槽又はその他の方式から直結式給水に切り替えた場合にあっては、水圧の上昇により、設備や器具の老朽化した部分で漏水事故が発生又は発生する可能性があること。またこの場合、設備等の修繕、補修及び改修は当方の責任で行い、水道事業は責を負わないこと。

(5)　水道事業が必要と認める修繕については、無条件で同意し、工事の施工に協力すること。

(6)　本物件を譲渡する場合又は管理組合等が発足した場合は、この誓約内容を譲受人又は管理組合等に継承することとし、譲受人又は管理組合等に改めてこの誓約書を市長宛に提出させること。

(7)　水道利用者に本誓約内容を周知すること。

８．指定給水装置工事事業者

９．給水装置工事主任技術者

１０．特記事項

